
総合教育会議の様子＝兵庫県公館 

兵庫県教育委員会（vol.27） 

  ゆずりは通信（H29 年 6 月） 

                                            

 

●定例教育委員会での主な審議事項等（５月） 

 

★第３回（H29.5.11） 

・教育長が臨時に代理した教育委員会事務局等職員の超過勤務の縮減に関する規則制定につ

いて承認を求める件 

・兵庫県立図書館協議会委員の委嘱（任命）の件 

・平成 29 年度「日本遺産」の認定について 

・第 71 回兵庫県民体育大会の開催及び総合開会式について 

・「関西マスターズスポーツフェスティバル 2017」の開催について 

 

★第４回（H29.5.25） 

・学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に係る補償基礎額等を定める規則の一

部を改正する規則制定の件 

・重要伝統的建造物群保存地区の選定について 

 

※会議録及び会議資料は、教育委員会ホームページの教育委員会会議でご覧いただけます。 

 

                                              

 県教委ＴＯＰＩＣＳ 

●平成 29 年度第１回総合教育会議が開催されました（H29.5.22） 

知事と教育委員会が十分な意思疎通を図り、本県の教育の課題やあるべき姿を共有し、より

一層効果的な教育行政の推進につなげるため、平成 29 年度第１回総合教育会議が兵庫県公館

第１会議室で開催され、教育委員会から高井教育長と全教育委員が出席しました。 

総合教育会議は、今年度で３年目と

なりますが、昨年度の同会議において

出席者から出された意見をもとに｢プ

ロから学ぶ創造力育成事業｣等の新規

施策が創設されるなど、教育課題につ

いて協議する貴重な場として大きな成

果があがっています。今回の会議でも、

今後の教育施策の方向性をはじめ、幅

広い意見交換がなされました。 

 

※当日の資料はこちらからご覧いただけます。 

 

http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Eboard-bo/iinkai/i-kaigi/iinkaikaigi28.htm
http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Eboard-bo/iinkai/s-kaigi/sogokyo.htm


カウントダウンボードの除幕 

北澤 豪氏を囲みマフラータオルを掲げての集合写真 

県立淡路高校の作品展示 

●県立学校が県庁の緑化に取り組んでいます（H29.6. 2） 

６月は県立淡路高等学校の総合学科｢花と緑と海のめぐみ

系列｣３名の生徒による作品です。 

身近にあるもので｢淡路島｣を表現した今回の展示ですが、

自分達で素材を採取するところから作品づくりがスタート

しています。石で｢海｣、立木で｢大地｣、苔で｢自然｣を表した

｢淡路島｣のなかに飾られたテラリウムも、そのひとつひとつ

に個性があり、本作品の見どころのひとつとなっています。 

展示場所は県庁２号館と３号館の間の通路(議会棟１階)

です。県庁にお越しの際はぜひお立ち寄りいただき、高校

生の作品をお楽しみください。   

※学校 PR 等はワンショットニュースで発信しています。 

 

●「日本スポーツマスターズ 2017 兵庫大会」100 日前イベントが開催されました（H29.6.3） 

  平成 29 年９月に県内 10 市 27 会場で開催される「日本スポーツマ

スターズ 2017 兵庫大会」の周知と開催機運の醸成を図るため、大会

シンボルメンバーであるサッカー元日本代表の北澤豪氏をゲストに

お招きして、三木総合防災公園陸上競技場で 100 日前イベントが開催

されました。 

第１部では、大会の成功を祈念してのカウントダウンボードの除幕

や、選手代表による決意表明、参加選手全員へ激励の意味を込めたマ

フラータオル贈呈などが行われました。会場には、はばタンと｢ワール

ドマスターズゲー

ムズ 2021 関西｣公

式マスコットのスフラも登場してイベントを

大いに盛り上げました。 

続いて第２部として同陸上競技場内のサッ

カーコートにて三木市・小野市・加西市・加

東市・神戸市西区のサッカーチームの児童約

120 名が参加して実施された北澤氏によるサ

ッカー教室は、プロの技術を間近で見て学ぶ

貴重な機会となりました。 

 

《日本スポーツマスターズ 2017 兵庫大会》 

スポーツ愛好者の中で競技志向の高いシニア世代を対象としたスポーツの祭典です。参加者

がフェアプレー精神に基づき、お互いに競い合いながらスポーツに親しむことによりスポー

ツの一層の推進を図り、生涯スポーツの普及を推進する契機とします。 

・会  期 平成 29 年９月 15 日（金）～９月 19 日（火） 

      （水泳：９月９日（土）～９月 10 日（日） ゴルフ：９月 13 日（水）～９月 15 日(金)） 

・実施競技 水泳、ゴルフ、サッカー、テニス、バレーボール等 計 13 競技 

・実施会場 10 市 27 会場 

・参加人数 約 8,000 人（予定） 

 

http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Eboard-bo/oneshot17/index-oneshot1705.html


  

  

第１回  県立御影高等学校 ｢ステージ発表・演出用装置拡充プロジェクト｣ 

 

県立御影高等学校では、募集項目を「ステージ発表・演出用装置拡充プロジェクト」に設定し、 

平成 28 年度の「県立学校環境充実応援プロジェクト」に取り組みました。 

同校では国際感覚豊かな総合的な人間力を持った人材育成を目指し、言語活動（ディべート、

プレゼンテーション、自己表現等）の向上に主体をおく教育活動を展開しており、課題研究発表

や各種シンポジウム、文化祭での演劇発表など、年間を通じてステージを使用する機会が多いこ

とから、生徒の発表やパフォーマンスをより効果的かつ魅力的に見せることができるよう、機材

の拡充整備を募集項目に設定したものです。その取り組みの成果を紹介します。 

 

【整備内容と活用状況】 

(1)体育館《 電動スクリーン、レーザープロジェクター、放送設備、照明設備、ホリゾント幕 》 

体育館に整備した機材一式は、主に総合的な学習の時間

や体育の授業で使用しています。高性能なプロジェクター

が鮮明な映像を巨大スクリーンに映し出すことができるの

で、暗幕を引くこと

なく窓を開けて水

銀灯を点灯させた

明るさの中でも画

面が見やすく、暑い

日でも快適に使用することができます。今後も、課題研

究発表会、各種シンポジウム、全校集会、文化祭、オー

プンハイスクール等での活用を予定しています。 

 

(2)セミナールーム《 壁面ホワイトボード、プロジェクター 》 

教材を投影するだけでなく、電子黒板の機能を使用して  

生徒がタッチペンや指で板書することができる設備を積極

的に使用する授業を進めています。壁面全体に自由に書き

込みができるので、課題研究などのグループ討議での活用

も期待できます。また、セミナールームの特質を生かした

授業時間の教室割り当てや、最新機材の使用法について職

員自主研修会に取り

組みたいとの声も上

がっています。 

セミナールームでの授業は生徒にも大好評で、｢教室の後

ろの席からでも見やすい｣｢中学校には無かった設備で、楽

しく授業を受けることができる｣｢グラフの動き等を視覚的

にとらえることができるので、理解が深まる｣など、歓迎す

る声が上がっており、充実した学びが行われています。 

   ※県立御影高等学校のホームページはこちらからご覧いただけます。 

http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Emikage-hs/index.html


ミュージアムロードを見守る「美かえる」 

〇県立学校環境充実応援プロジェクトとは・・・ 

ふるさとひょうご寄附金の応援メニューのひとつで、県立学校の特色ある教育活動や教育環境

充実を図ることを目的とし、平成 28 年度からスタートしました。教育の一層の活発化を図るため、

学校毎に募集項目を設定し、各校の特色ある教育活動や教育環境の充実を行っています。 

各学校で、学校生活の向上を図るためのワンランク上の教育関連機器の導入、部活動で全国大

会等を目標に活動する生徒をサポートするために必要な機器の導入等の募集項目を設定し、教育

委員会や各校のホームページ、ちらし等で募集内容を広報することで、寄附金募集の周知を図っ

ています。 

 

●県立美術館「美かえる」が生まれ変わりました 

 県立美術館のシンボルオブジェとして親しまれている「美かえる

（正式名 KOBE FROG）」が、この度、株式会社ロックフィールドの

寄贈により新しく生まれ変わりました。 

 平成 23 年９月にオランダの美術家フロレンティン・ホフマン氏に

より制作されたオブジェである「美かえる」（大きさは幅 10.15ｍ、奥

行 8.60ｍ、高さ８ｍ）は、テン

ト生地に空気を入れて立ち上が

る構造ですが、県立美術館の屋

上で風や雨の影響を受けて、劣

化が目立つようになっていまし

た。色鮮やかに新しくなった「美

かえる」に会いに、是非、県立美術館へお出かけください。 

※県立美術館で好評開催中の「ベルギー奇想の系譜展」は、    

６月 15 日（木）に入場者２万人を達成しました。 

（会期：平成 29 年５月 20 日（土）～７月９日（日））    

                                               

今後のイベント情報 

★美術館・博物館等の催し案内 

 施 設 名 主な催しもの 期  間 

県立美術館 

特別展 

ベルギー奇想の系譜展 ボスからマグ

リット、ヤン・ファーブルまで 

H29. 5.20(土）～ H29. 7. 9(日） 

県立人と自然の博物館 

開館 25 周年記念ミニ企画展 

｢ひとはく研究員の 

いちおし 25 選（初夏の部）｣ 

H29. 6. 3(土）～ H29. 7. 2(日) 

県立考古博物館加西分館

｢古代鏡展示館｣ 

開館記念展１ 

百花繚乱 いま、古の美が咲き誇る！ 
H29. 4.14(金) ～ H29. 9. 5(火) 
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http://www.artm.pref.hyogo.jp/news/press/pdf/press_y170223-1.pdf
http://www.artm.pref.hyogo.jp/news/press/pdf/press_y170223-1.pdf
http://www.artm.pref.hyogo.jp/news/press/pdf/press_y170223-1.pdf
http://www.hitohaku.jp/exhibition/planning.html
http://www.hitohaku.jp/exhibition/planning.html
http://www.hitohaku.jp/exhibition/planning.html
http://www.hyogo-koukohaku.jp/kodaikyou/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=3
http://www.hyogo-koukohaku.jp/kodaikyou/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=3

